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第７３回人権週間

今年もあと１ヶ月ほどとなりました。昨日は今月２回目の全
校朝礼を行いました。
新型コロナウイルス感染症の新規感染者数が全国的に減少し、

愛知県でも少ない状況が続いていますが、今後予想される第６
波や新しい変異ウイルスの出現など、心配な状況があります。「手
洗い・手指の消毒」「マスクの着用」「換気」の基本的な感染対
策を今後も続けていく必要があります。インフルエンザ予防も
含め、生徒の皆さんが健康で安全・安心な学校生活が送れるよ
うに、保護者の皆様のご理解、ご協力を今後もよろしくお願いします。
南館の生徒用トイレの改修が終わり、昨日から２・３年生は、新し

いトイレの使用を始めました。特に２年生は、外の簡易トイレを使用
していたので、寒さが厳しくなってきた今、使用できるようになって
よかったと思います。誰もがいつでも気持ちよく使えるように心がけ
てください。また、トイレ用スリッパをそろえることもお願いします。
さて、今年の人権週間が近づいてきました。１２月４日（土）から

１０日（金）の１週間が人権週間となります。人権週間を前に、今月
１９日（金）には、腰塚勇人さんをお招きし、「人権・道徳講演会」を
行いました。人権週間中には、地域学校協働本部の活動で、全校生徒
対象に人権に関する絵本の読み聞かせを行っていただきます。あらた
めて人権週間への理解を深めるために、法務省のホームページに出て
いる内容を載せます。

昭和２３年(1948年)１２月１０日、国際連合第３回総会において、全
ての人民と全ての国とが達成すべき共通の基準として、「世界人権宣
言」が採択されました。世界人権宣言は、基本的人権尊重の原則を定
めたものであり、初めて人権保障の目標ないし基準を国際的にうたっ
た画期的なものです。採択日である１２月１０日は、「人権デー」と定め
られています。法務省の人権擁護機関では、昭和２４年(1949年)から
毎年、人権デー(世界人権宣言が採択された日)を最終日とする１週
間(12月４日から12月10日)を「人権週間」と定め、その期間中、各関
係機関及び団体と協力して、全国的に人権啓発活動を展開し、人権尊
重思想の普及高揚を呼びかけています。しかし、今なお、新型コロナウ
イルス感染症の感染者等に対する偏見・差別、インターネット上におけ
る誹謗中傷、いじめや虐待、外国人や障害のある人、ハンセン病元患
者やその家族などに対する偏見・差別など、様々な人権問題が依然と
して存在しています。これらの問題を解決し、国連の持続可能な開発目
標(SDGs)が掲げる「誰一人取り残さない」社会を実現するには、私た
ち一人一人が人権尊重の重要性を改めて認識し、他人の人権に配慮
した行動を取ることが大切ではないでしょうか。 【法務省人権啓発ポスター】

○ 校長講話
先週、弥富市の中学校で命に関わる大変な事件が起き、一人の生徒の尊い命が失われまし

た。この事件だけでなく、命の重さ、命の大切さを考えさせられる事件が多く起きています。自分の命
を大切にして、同じように自分のまわりの人の命も大切にしてほしいと思います。
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１１月１９日（金）に人権・道徳講演会を行い、腰塚勇人さ
んをお招きし、「命の授業～ドリー夢メーカーと今を生きる～」
をテーマにお話を聴きました。腰塚さんは、ケガをして入院、リ
ハビリをする中で、自分の命が生かされ、周りの人たちに支えら
れていると感じました。そして、「自分と他人の命を傷つけない」
「命の喜ぶ生き方をする」と決めました。それを具体的な行動に
移したのが「５つの誓い」です。５つの誓いは、自分の命と自分
のまわりの人の命を大切にすることにつながる行動だと思いま
す。

「口は、人を励ます言葉や感謝の言葉を言うために使おう」
「目は、人のよいところを見るために使おう」
「耳は、人の言葉を最後まで聴いてあげるために使おう」
「手足は、人を助けるために使おう」
「心は、人の痛みがわかるために使おう」

今週末から人権週間が始まります。「人権」とは「すべての人が命と自由を保障され、すべての人
がそれぞれの幸福を求める権利」です。簡単に言うと、「命を大切にすること」だと思います。人権週
間を機会に、人権について改めて考えてください。
人権と似た言葉に「福祉」があります。１年生は、人権週間中に福祉教育講演会が行われます。

「ふだんのくらしをしあわせに」の下線３文字をつなげると「ふくし」になります。福祉とは、「すべて
の人が幸せになる活動に取り組むこと」だと思います。１年生の皆さんは、人権だけでなく、福祉につ
いても考えてほしいと思います。

考え方や生き方は、一人ひとり違う。
でもその一つひとつを大切にできたら。
みんなが自分らしく生きられると思う。
差別やいじめだって、きっと無くせる。
そんな世界をつくるのは、難しいことじゃない。
私にだって、あなたにだって、できるはずだ。

○ 伝達表彰
・ 弓道部

第５７回津島市民総合体育大会 【愛知県人権啓発ポスター】

中学生男子の部 優勝 中学生女子の部 優勝・第２位
・ 尾西地区地域協働生徒指導推進委員会作品

中学生ポスターの部 優秀賞 ３年生１名
中学生標語の部 優秀賞 ３年生１名・入選 ３年生１名
中学生作文の部 入選 １年生１名

・ 書写コンクール
特選 ３年生３名・２年生４名・１年生３名
優等 ３年生８名・２年生１０名・１年生７名
入選 ３年生１２名・２年生１４名・１年生１１名

・ 造形作品展出品者 ３年生４４名・２年生４名・３年生４名

【書写コンクール特選】 【尾西地区地域協働 【弓道部】
生徒指導委員会】


